応募をご予定のみなさまへ

６次産業化推進整備事業のうち農業主導タイプ

セルフチェックリスト
応募をご予定の場合、次の項目について確認して下さい。
なお、応募に当たっては、全てのチェック項目を満たす必要があります。

Ⅰ　現状の確認
	№
	チェック項目
	チェック欄

	1 
	組織の形態が、株式会社・合名会社・合資会社・合同会社・有限会社・農事組合法人又は農業者の組織する団体のいずれかであるか。
また、「農業者の組織する団体」である場合には、代表者の定めがあり、耕作等に要する経費を全ての構成員が共同で負担しており、これにかかる利益を全ての構成員に対して配分しているか。
	

	2 
	構成員に３戸以上の農家を含み、農家が組織を実質的に支配しているか。なお、構成員に３戸以上の農家を含まない場合には、常時雇用者を３名以上雇用している又は今後３名以上雇用するための計画が策定されているか。
	

	3 
	農業経営を改善するための計画を策定しているか。（農業経営改善計画等への位置付けはあるか。）
	

	4 
	組織が自ら農畜産物を生産している又は生産を計画しているか。
	

	5 
	中小企業規模の組織であり、かつ大企業の子会社でないか。
（中小企業規模とは資本金が３億円以下又は従業員数が300人以下のもの。）
	

	6 
	定款、規約等に６次産業化への取組内容が明記されているか。
	

	7 
	施設等で使用する原材料については、原則として自らが概ね50％以上について生産している又は生産を計画しているか。
	

	8 
	経営状況について、原則として直近３ヵ年での経常利益の平均が黒字であり、かつ直近年においては債務超過でないか。

（新設の組織等で上記の経営指標を確認できない場合は除く。）
	

	9 
	取組に必要な技術を習得しているか。
	

	10 
	原材料等は、原則として農業振興地域のうち農用地区域内で生産されているか。

（畜産経営等であって該当しないことがやむをえない場合は除く。）
	


　　　　　　　　　　　

Ⅱ　計画内容について

	№
	チェック項目
	チェック欄

	1 
	今回の取組は、加工･流通･販売についての「新たな取組」であるか。

（「新たな取組」には、既に行っている取組を拡充するため、

生産量の増加又は品質の向上等を図る場合を含む。）
	

	2 
	農業経営に関する売上高が、３千万円以上増加する又は売上高の割合が30％以上増加するか、いずれか高い目標を設定しているか。
	

	3 
	雇用者を新たに延べ240人・日以上増加させる目標を設定しているか。
	

	4 
	地域の活性化に関する目標を設定しているか。
	

	5 
	経営経験が５年未満の場合は、原則として総事業費が１億円未満であるか。
	

	6 
	農畜産物の生産のために整備する機械・施設等は、加工・流通・販売のために整備する施設等に見合う適正な規模及び内容であるか。
	

	7 
	費用対効果分析により算出した投資効率は1.0以上であるか。
　（「６次産業化推進整備事業における費用対効果分析の実施について」等を参考に算出すること。）
	

	8 
	施設等の利用計画、原材料の仕入計画、商品の販売計画及び取組における収支計画が策定されているか。
	

	9 
	事業費の積算に当たっては、都道府県等で使用される単価を基準に適正な価格により算出されているか。また、見積書により事業費を算出する場合には、原則として、複数の者から見積書を取得して比較検討しているか。
	

	10 
	自力又は他の助成により実施中の取組でないか。
	

	11 
	補助の対象となる施設については、可能な場合には、間伐材等による木造化及び内装等の木質化に努めることを検討しているか。
	

	12 
	補助の対象となる機械・施設等は、原則として耐用年数が概ね５年以上であるか。

（中古農業機械を導入する場合には、残存耐用年数が２年以上であるか。）
	

	13 
	新たに整備する機械・施設等は、過去に整備した機械・施設等の代替として実施する内容でないか。
	

	14 
	補助の対象に、育苗箱・パレット・コンテナ・運搬台車であって低額なもの及びフォークリフト（回転アーム、プッシュプル又はハイマスト付きフォークリフトを除く。）が含まれていないか。
	



Ⅰのチェック項目を


全て満たす場合には、


Ⅱのチェックに進んでください。





所在地に応じて、地方農政局等の担当窓口までお問い合せください。
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